
             
       

              
 

    

 

私
は
八
月
八
日
か
ら
十
日
ま
で
福
島
県
で

開
か
れ
た
全
国
生
徒
会
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
し

ま
し
た
。
生
徒
会
サ
ミ
ッ
ト
と
は
東
北
地
方

の
福
島
県
・
宮
城
県
・
岩
手
県
を
除
く
全
国

の
高
校
生
の
中
か
ら
十
名
し
か
選
ば
れ
な
い

貴
重
な
サ
ミ
ッ
ト
で
す
。
私
は
そ
の
十
名
の

中
の
一
人
に
選
ば
れ
ま
し
た
。 

 

サ
ミ
ッ
ト
の
主
な
テ
ー
マ
は
、
… 

「
二
〇
五
〇
年
に
向
け
て
、今
で
き
る
こ
と
」

で
す
。
み
ん
な
で
高
校
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

立
ち
上
げ
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
考
え
る

会
議
が
あ
り
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
が
「
二
〇

五
〇
年
に
向
け
て
、
…
」
の
テ
ー
マ
な
ど
を

発
表
し
て
い
き
ま
し
た
。 

 

自
分
の
興
味
の
あ
る
テ
ー
マ
を
決
め
て
、

チ
ー
ム
作
り
を
し
ま
し
た
。
私
は
高
等
養
護

学
校
の
代
表
な
の
で
、
養
護
＝
障
害
に
つ
い

て
発
表
し
ま
し
た
。
今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
の
参

加
者
の
中
で
特
別
支
援
学
校
の
生
徒
は
私
だ

け
で
し
た
。
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
し
た
人
は
み

ん
な
真
剣
に
私
の
話
を
聞
い
て
く
れ
ま
し
た
。

他
に
も
た
く
さ
ん
の
テ
ー
マ
が
あ
り
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
自
分
は
障
害
に
関
す
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
し
ま
し
た
。
私
は
は
っ
き

り
言
っ
て
、誰
も
来
な
い
と
思
っ
て
い
た
ら
、

八
人
く
ら
い
来
て
く
れ
ま
し
た
。
約
一
〇
〇

人
の
参
加
者
の
中
で
八
人
も
障
害
の
こ
と
に

興
味
を
も
っ
て
く
れ
て
、
一
緒
に
勉
強
で
き

ま
し
た
。
そ
の

時
の
私
の
気
持

ち
は
、
と
て
も

嬉
し
す
ぎ
て
声

が
出
な
か
っ
た

で
す
。 

 

大
阪
の
女
の

子
が
リ
ー
ダ
ー

に
な
っ
て
、
チ

ー
ム
を
ま
と
め

て
く
れ
ま
し
た
。
み
ん
な
で
い
ろ
ん
な
意

見
を
出
し
て
、
考
え
て
い
き
ま
し
た
。
ふ

せ
ん
紙
に
二
十
枚
く
ら
い
あ
り
ま
し
た
。 

 

一
番
多
か
っ
た
意
見
は
、「
他
校
や
地
域

と
の
交
流
会
を
実
施
す
る
…
」
で
し
た
。

私
た
ち
の
高
等
養
護
学
校
で
は
奈
良
県
立

高
田
高
校
と
お
互
い
の
文
化
祭
や
部
活
動

の
合
同
練
習
会
な
ど
で
交
流
し
て
い
ま
す
。

生
徒
会
が
中
心
に
な
っ
て
準
備
し
た
り
、

部
活
ご
と
に
工
夫
し
た
り
し
て
い
ま
す
。 

け
れ
ど
、
サ
ミ
ッ
ト
の
八
人
の
メ
ン
バ

ー
は
そ
ん
な
こ
と
が
分
か
ら
な
い
の
に
考

え
て
く
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
。 

 
 

（
高
等
養
護
学
校 

竹
田 

真
子
） 

 

※
高
等
養
護
学
校
の
先
生
よ
り 

 

竹
田
さ
ん
が
全
国
生
徒
会
サ
ミ
ッ
ト
に 

参
加
し
て
、
多
く
の
仲
間
達
と
活
動
し

た
こ
と
は
貴
重
な
財
産
に
な
り
ま
し
た
。

合
わ
せ
て
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
が
世
界

の
中
で
ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い
う
課
題

も
持
ち
帰
り
、
さ
っ
そ
く
二
学
期
の
集

会
で
発
表
し
て
く
れ
ま
し
た
。
本
部
役

員
で
集
ま
っ
て
、
話
し
合
う
こ
と
も
し

て
い
ま
す
。
課
題
が
大
き
す
ぎ
て
悩
ん

で
し
ま
い
ま
す
が
、
今
、
自
分
が
出
来

る
こ
と
を
積
み
重
ね
、
少
し
ず
つ
自
信

を
つ
け
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

が
一
人
一
人
の
、
そ
し
て
、
学
校
全
体

の
誇
り
と
な
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

※
「
全
国
生
徒
会
サ
ミ
ッ
ト
」
は
「
二
〇

五
〇
年
に
日
本
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
人

材
を
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
公
益
財
団

法
人 

夢
現
エ
デ
ュ
テ
イ
メ
ン
ト
が
文

部
科
学
省
の
復
興
教
育
支
援
事
業
の
委

託
を
受
け
て
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

従
来
の
中
学
校
生
徒
会
サ
ミ
ッ
ト
に
加

え
、
二
〇
一
三
年
度
よ
り
高
校
生
部
門

が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。 

 

※
本
誌
記
事
中
の

年
月
日
の
表
記

お
よ
び
生
徒
の

学
年
は
、
す
べ

て
執
筆
さ
れ
た

当
時
の
も
の
で

す
。 

 

 
 

東日本大震災、原発事故、豪雨等により被災された方々に､心よりお見舞い申し上げます。 
 

2011 年３月 11 日の東日本大震災と福島第一原発事故から３年あまりがたちました。これまでの活動を通じて学んだこと、気づいたこ
とから、継続的な支援・今できる支援について、また環境問題について、これからも考えていきましょう!! 編集スタッフも募集中です。 
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全国生徒会サミットアピール文 

「２０５０年に向けて、 

今、自分にできることは何か」                                               
 

       奈良県立高等養護学校 竹田 真子 
 
   今、自分にできることは、「学校の勉強をガンバルこと」

「家でお手伝いをすること」です。 

 私は、特別支援学校に通っています。皆さんは、特別支援

学校を知っていますか。特別支援学校には、知的障害・肢体

不自由・盲(もう)・聾(ろう)・病虚弱の５つの種別があります。

私が通っているのは、「奈良県立高等養護学校」という知的

障害を持つ生徒たちの学校です。 

 私は中学２年生の時、脳の発達が遅れていることが分かり

ました。九九は七の段から言えません。割り算はほとんどで

きません。漢字も簡単な字は読めますが、書くのは苦手です。

でも得意なこともあります。体育の授業はみんなと一緒に勉

強しました。走るのは得意だし、テニスもできます。 

 将来、私は普通に生活がしたいです。みんなと同じように

仕事がしたいです。でも、障害を持っていることへの理解を

してもらえなくて大変なこともあると思います。だから、私

は、学校でしっかり勉強して、将来自分が困らないようにす

るために頑張っています。 

 学校では、卒業して仕事をするために、就職活動をしてい

ます。１～２週間事業所に行って、実際に仕事を体験したり

して、自分にあう仕事を探しています。家の手伝いもそうで

す。いつでも、一人暮らしができるように今から準備してい

ます。 

 障害を持つ人でも健常な人でも、同じ人間です。そのこと

は、忘れないでください。そこで、お願いがあります。2050

年にはみんな50代になっています。その時に、生徒会サミ

ットで私が言ったことを思い出してください。「障害者も同

じ人間です。」みんなで力を合わせて、よりよい社会にして

いきましょう。 

 みんなで 力いっぱい がんばろう！ 

全全
国国
生生
徒徒
会会
ササ
ミミ
ッッ
トト
にに
参参
加加
しし
てて  

 
    

 
 
 
 
 

高
等
養
護
学
校 

生 

徒 

会 



 

 

昨
年
の
七
月
九
日
、
私
た
ち
香
芝
高
校
解
放

研
は
、
人
権
に
つ
い
て
よ
り
詳
し
く
学
び
た
い

と
思
い
、
御
所
市
柏
原
に
あ
る
水
平
社
博
物
館

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
館
内
は
二
階
建
て
で
、

一
階
に
受
付
が
あ
り
、「
人
権
ふ
る
さ
と
マ
ッ

プ
」
で
は
、
地
図
や
映
像
で
、
博
物
館
の
周
辺

の
位
置
関
係
や
水
平
社
創
立
ま
で
の
経
過
が

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
二
階
に
は
、
ビ
デ
オ
コ

ー
ナ
ー
や
水
平
社
創
立
前
や
創
立
後
の
こ
と

を
理
解
で
き
る
豊
富
な
資
料
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、「
フ
ァ
ン
タ
ビ
ュ
ー
シ
ア
タ
ー
」
で
は
、

全
国
水
平
社
創
立
大
会
の
様
子
が
上
映
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
映
画
を
見
な
が
ら
、
自
分
も

創
立
大
会
に
参
加
し
て
い
る
気
分
が
味
わ
え
、

と
も
に
感
動
で
き
ま
す
。
そ
れ
ら
の
こ
と
を
見

て
体
験
し
て
、
私
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
る
毎
日

は
、
先
人
た
ち
の
お
か
げ
で
あ
る
と
思
い
ま
し

た
。
平
和
で
あ
る
今
と
は
違
い
、
様
々
な
差
別

が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。 

 

全
国
水
平
社
は
、
一
九
二
二
年
三
月
三
日
に

創
立
さ
れ
ま
し
た
。「
人
の
世
に
熱
あ
れ
、
人

間
に
光
あ
れ
」
と
高
ら
か
に
人
間
の
尊
厳
と
平

等
を
う
た
い
あ
げ
て
結
成
さ
れ
た
こ
の
組
織

の
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
御
所
市
柏
原
の
青
年

た
ち
で
し
た
。
柏
原
の
三
青
年
と
呼
ば
れ
る
阪

本
清
一
郎
、
西
光
万
吉
、
駒
井
喜
作
は
、
部
落

差
別
撤
廃
の
実
現
の
た
め
に
、
西
光
寺
門
前
の

駒
井
喜
作
宅
玄
関
脇
に
「
水
平
社
創
立
事
務
所
」

の
看
板
を
掲
げ
ま
し

た
。
彼
ら
は
そ
の
後
、

数
々
の
同
志
と
出
会

い
、
全
国
水
平
社
創

立
に
向
け
て
、
準
備

を
し
て
い
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
三
月
三
日

の
全
国
水
平
社
創
立
大

会
を
通
し
て
、
全
国
水

平
社
と
い
う
組
織
は
動

き
出
し
ま
し
た
。
こ
の

と
き
に
出
さ
れ
た
「
水

平
社
宣
言
」
は
、
日
本

で
初
め
て
の
人
権
宣
言
で
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。 

 

私
た
ち
は
資
料
を
見
て
、
こ
の
三
青
年
の

努
力
と
苦
労
を
感
じ
ま
し
た
。
最
初
は
小
さ

な
活
動
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
最
後

は
と
て
も
大
き
な
も
の
に
な
っ
た
と
い
う

こ
と
は
、
私
た
ち
に
力
を
与
え
て
く
れ
、
ま

た
、
先
人
た
ち
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
も

生
ま
れ
ま
し
た
。
こ
う
い
う
方
々
を
見
習
い
、

そ
し
て
守
っ
て
く
れ
た
人
権
と
い
う
も
の

を
大
切
に
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

                   
 
 
 
 
 
 

 

（
香
芝
高
校 

飛
多 

亮
佑
） 

  

「
水
平
社
博
物
館
」
に
つ
い
て 

  

水
平
社
発
祥
の
地
で
あ
る
御
所
市
柏
原 

に
あ
り
ま
す
。 

 

（
開
館
時
間
）
午
前
十
時
～
午
後
五
時 

 

（
休
館
日
）
月
曜
日
（
要
確
認
） 

 

（
ア
ク
セ
ス
）
Ｊ
Ｒ
掖
上
駅
か
ら 

一
・
二
ｋ
ｍ 

 

二
月
二
日
（
日
）、
私
は
、
桜
井
市
中
央

公
民
館
で
開
催
さ
れ
た
高
解
研
の
研
修
・
交

流
会
に
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。 

 

前
半
の
研
修
会
で
は
、「
東
日
本
大
震
災

と
福
島
訪
問
」
に
つ
い
て
研
修
を
受
け
ま
し

た
。
地
震
や
原
発
の
せ
い
で
、
人
々
や
自
然

に
色
々
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
だ
と
思

い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
の
こ
と
を
想
像
で
き

る
よ
う
な
内
容

で
し
た
。 

 

後
半
の
研
修

会
で
は
、
調
理

実
習
で
東
北
の

郷
土
料
理
「
ま

め
ぶ
汁
」
を
各

学
校
の
生
徒
た

ち
や
先
生
方
と
一
緒
に
作
り
ま
し
た
。
違
う

学
校
の
人
た
ち
と
同
じ
グ
ル
ー
プ
に
な
っ

た
の
で
、
始
め
は
緊
張
し
ま
し
た
が
、
料
理

が
進
ん
で
い
く
に
つ
れ
、
会
話
も
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
楽
し
め
た
の
で
、
と
て
も
い
い

経
験
に
な
り
ま
し
た
。 

 

交
流
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
活
動

報
告
が
あ
り
、
各
校
の
行
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
っ
て
、
色
々
と
参
考
に
な
り
ま
し
た
。 

 

今
回
の
研
修
・
交
流
会
に
参
加
し
て
、
た

く
さ
ん
の
人
と
交
流
・
協
力
し
て
、
皆
さ
ん

と
仲
良
く
な
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た

で
す
。
ま
た
、
参
加
で
き
た
ら
い
い
と
思
い

ま
す
。    

（
香
芝
高
校 

中
村 

美
貴
） 

※
「
高
解
研
」
は
奈
良
県
高
等
学
校
解
放
研 

等
連
絡
会
議
の
略
称
で
す
。 
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  【【ココララムム】】        ネネッットトおおたたくくのの見見聞聞録録（（そそのの２２））        UU..NN..権権兵兵衛衛            

皆さんお久しぶりです、突如彗星のように現れ流れ星のように蒸発し

た私です。前回の内容を覚えている、というよりこの記事の存在を記憶

の片隅にでも置いている方は天文学的少数だと思うので前回のあらす

じを説明させてもらいますと『シンポジウムに行った』以上です。私の

編集技術の低さがこうしたのではありません。ページ制限が諸悪の根源

です。ですが今回は話が早く進みます。何故かって？ ３分の１は寝て

たからです。この一言から察せられるように、私にとってこのシンポジ

ウムは至極つまらないものとなりました。何故そう思ったのか？ 内容

と同時に説明しようと思います。 

まず、私のこのシンポジウムに対する期待やワクワク感が高過ぎたの

がガッカリの大部分を占めています。前回でも言った通り、「これでい

いのか」という挑戦的な台詞に惹かれ、もとい釣られて参加しました。

しかしフタを開けてみれば、学生がネットでどのようにイジメと関わっ

ているかや、「最近LINEというスマートフォンのアプリが――」、「こう

することで巻き込まれずに――」「親の皆さんはこうしたほうが――」

等、基本的なことばかり話すのです。私からしてみれば『そんなことは

知ってんだ！もっと深いところに突っ込んでくれよ！』という願望でい

っぱいでした。私自身その《深いところ》がどのような物か把握出来て

いません。そんな人間が文句を言うのは図々しいということをちゃんと

分かっております。しかし、『これじゃまるでただの勉強会じゃないか』

というのが私の、今回参加したシンポジウムの感想です。 

しかし、ガッカリと同時に素晴らしいことだ、と思ったこともあります。

会場にいた子連れママさんの存在です。シンポジウムの中でも散々言ってい

ましたが、「ネットは便利だが危険」。そんなことはこの世のあらゆる道具に

言えることです。【包丁は簡単に食材を切れるが人に向ければ危ない。車は

遠くまで楽に行けるが事故の危険がある。半田ごては手軽に回路を作れるが

火傷やそれですまないこともある。】どれも一緒です。そして、今迄の【便

利だが危険】に共通点を一つ付け足すとするならば、いずれの道具も、便利

さ・使い方、そして危険性について教えられてます。ネットにもそれが言え

るのです。では何故学生が犯罪に巻き込まれたり、それに手を染めてしまっ

たりするのか？ 今の高校生諸君は小学校や中学校でネットという道具につ

いて教えられたことがあると思います。しかし、学校の先生より結句親が教

えるのが一番なのです。ですが、ここでの大きな問題は、先生と違い親はそ

の手の会社に勤めていたりしない限りネットに詳しくないということです。

しかも、家事にせよ会社にせよ働いている親は勉強する時間が無いのです。

このようなことを考えていた私はあの子連れママさんを見たとき感心しま

した。 

 政治、文化、ネット社会、これらについて語っていったとき最後は教育問

題に収束している気がします。言ってしまうと、大人が集まって話すだけで

なく、子供にその話し合って出た答えを教えることこそが大切だと思われま

す。 

                    次号（最終回）に続く 
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